
予習・復習シート センター生物 ２学期 ９回目 

第 60問 第２学期 物質生産(その２) 

問１ 下の図を参考にして、次の文章中の空欄(ア～ク)に適する語句を入れよ。 

 

ある時点における、ある生物群集における生産者全体の総量を( ア )という。そして、

この生産者全体が１年の間に光合成(または化学合成)によって合成した有機物の総量を

( イ )という。これら有機物の一部は( ウ )によって消費され、また一次消費者に採

食されたり、枯れて散ってしまったりする。そこで、それらの量をそれぞれ( エ )・

( オ )・( カ )という。( イ )から( エ )・( オ )・( カ )を差し引いた分だ

け、次の年に生産者の( ア )が増える。この量を、( キ )という。なお、( イ )か

ら( エ )を差し引いた量を( ク )という。 

         

 

問２ 下の図を参考にして、次の文章中の空欄(ア～ク)に適する語句を入れよ。 

 

ある時点における、ある生物群集における一次消費者全体の総量を( ア )という。そ

して、この一次消費者が１年の間に( イ )した生産者の総量を( ウ )という。

( ウ )の一部は糞として排出されるが、この量を( エ )といい、( ウ )から( エ )

を差し引いた量を( オ )という。そして、この( オ )の一部は( カ )によって消費

され、また二次以上の高次の消費者に捕食されたり、病気や寿命で死んだりすることで減

少する。これらの量をそれぞれ( キ )・( ク )・( ケ )という。( オ )から

( キ )・( ク )・( ケ )を差し引いた分だけ、次の年に一次消費者の( ア )が増

加する。この量を成長量という。なお、( オ )から( キ )を差し引いた量を( コ )

という。 

         



【解答】第２学期 第 60問 
問１ 

ア‐現存量  イ‐総生産量  ウ‐呼吸  エ‐呼吸量  オ‐被食量   

カ‐枯死量(＝死滅量＝死滅分解量)  キ‐成長量  ク‐純生産量  

 

問２ 

ア‐現存量  イ‐摂食(採食・捕食)  ウ‐摂食量  エ‐不消化排出量 

オ‐同化量  カ‐呼吸  キ‐呼吸量  ク‐被食量  ケ‐死滅量(＝死滅分解量)  

コ‐生産量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 61問 第２学期 物質生産(その３) 

 

問 下の図を参考にして、次の文章中の空欄(ア～コ)に適する語句を入れよ。 

 

① 裸地から草原、低木林をへて陽樹が優占し始める頃までは、植物体が増加していく。

つまり、( ア )が増加する(＝( イ )が増加する)ことになり、( ウ )が次第に増

加していく。 

② 樹林が形成されると、下層には光が届きにくくなり、下層の( ア )が減少する(＝

( イ )が減少する)。その結果( ウ )が減少することになる。 

③ 陽樹と陰樹の( エ )、さらに陰樹どうしの( エ )が終了し、つまり敗者がいなく

なり( オ )のみとなる。こうなると各量が変化しなくなる。つまり極相林となる。 

④ 裸地から草原、低木林をへて陽樹が優占し始める頃までは、植物体が増加していく。

つまり、( カ )が増加することになり、( キ )が次第に増加していく。 

⑤ 樹林が形成されると、下層には光が届きにくくなり、下層の( ア )が減少する(＝

( カ )が減少する)。この分( キ )が減少するが、その一方で、木の幹などを構成す

る( カ )が増加する。従ってこの分の( キ )が増えるため、全体の( キ )は緩や

かに増加する。 

⑥ 極相に達すると( キ )も変化しなくなる。 

⑦ ( ウ )から( キ )を引いた値を( ク )という。( ク )は、裸地から陽樹が優

占し始めるころまで増加し続けるが、そこから先は減り続け、極相林の時点ではほとん

ど０となる。( ク )は、被食量・枯死量・( ケ )からなるが、( ク )が小さくな

れば、当然( ケ )も小さくなる。つまり、極相林は現存量も( コ )しなくなる。 

 

    

      

 

    

 

 



【解答】第２学期 第 61問 
ア‐葉  イ‐クロロフィル  ウ‐総生産量  エ‐種間競争  オ‐勝者   

カ‐細胞  キ‐呼吸量  ク‐純生産量  ケ‐成長量  コ‐変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 62問 第２学期 物質の循環(その１) 

 

問１ 生態系内の炭素の循環を表した下の図中の空欄(ア～カ)に適する語句を入れよ。 

 

    

 

 

問２ 炭素や窒素などの物質は生態系内を循環するのに対して、エネルギーは循環しない。 

この理由を説明せよ。２０字程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【解答】第２学期 第 62問 
問１  

ア‐光合成  イ‐呼吸  ウ‐呼吸  エ‐呼吸  オ‐呼吸・発酵  カ‐燃焼 

問２ 

熱エネルギーとして生態系外に出ていくから。 

 

☆炭素の循環は講義ではやっていませんが、このくらいはできるでしょう？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 63問 第２学期 物質の循環(その２) 

 

問 窒素の循環を表した図を参考にして、図・文章中の空欄(ア～チ)に適する語句を入れよ。 

 

植物・動物の遺体・排泄物中に  

はアミノ酸などの( ケ )が存  

在する。アミノ酸は( コ )と 

( サ )からなるが、( コ )は 

( シ )として利用され、 

( ス )と( セ )になる。 

( サ )は細菌自身の( エ ) 

に利用されたり、排出されたりす 

る。排出された( サ )はNH4
＋ 

となり、( イ )・( ウ )の 

( ソ )に利用される。その結 

果、NH4
＋は最終的にNO3

－とな 

るが、これを( ア )というこれ 

ら NH4
＋とNO3

－は、植物の( エ )に利用され、( ケ )の一部になる。 

一方、土壌中には( オ )が存在し、大気中の N2 を取り込み( タ )に必要な NH4
＋

を作り出す。これを( カ )という。 

また、土壌中の( キ )は、で有機物を酸化してエネルギーを取り出し、このエネルギ

ーでＡＴＰを作り出す。これは、( キ )にとっては( チ )だが、生態系内の窒素の循

環という観点から見た場合は( ク )と呼ばれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【解答】第２学期 第 63問 
ア‐硝化(硝化作用) イ‐硝酸菌  ウ‐亜硝酸菌  エ‐窒素同化   

オ‐窒素固定細菌  カ‐窒素固定  キ‐脱窒菌(脱窒素細菌)   

ク‐脱窒(脱窒素作用)  ケ‐有機窒素化合物  コ‐有機酸   

サ‐アミノ基  シ‐呼吸基質  ス・セ‐二酸化炭素・水   

ソ‐化学合成  タ‐窒素同化  チ‐呼吸(硝酸呼吸) 

 

☆窒素の循環は８回目にやりましたね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 64問 第２学期 生物の多様性(その１) 

 

問１ 「生物の多様性」には３種類ある。それらを答えよ。 

 

問２ 次の文章中の空欄(ア～コ)に適する語句を入れよ。 

 

森林が伐採されて道路が建設された場合、その道路によって小動物などの往来が制限

されることがある。道路の両側には、水はけのための側溝が作られるが、この側溝に入っ

てしまったカメは、その側溝から出られなくなる。つまり、道路によってカメの生息域が

小さなものに分けられてしまったことになり、このような現象を( ア )という。そして、

( ア )によって生じた個体数の少ない個体群を( イ )という。( イ )では、( ウ )

が起こりやすくなる。( ウ )は自家受精に近く、これが続くと遺伝子型が( エ )であ

るものが増加する。これによって、それまで( オ )遺伝子によって隠れていた( カ )

の有害遺伝子による形質が現れる確率が高くなり、死亡率が増加するという( キ )が起

こる。 

また、個体数が少ないと“偶然”が起こりやすくなり、たまたま雄ばかり(または雌ばか

り)が生れてしまうなど、( ク )の偏りが起こりやすくなり、これが個体数の減少に拍

車をかける。 

さらには、個体数が少ないということは( ケ )も低下することになり、環境の変化に

弱くなる。このよう、( ア )で( イ )ができる→( ウ )が起こる→( エ )が増え

る→( キ )が起こる→個体数がさらに減る→さらに小さな( イ )となる→・・・を繰

り返すことにより、その個体群は絶命に向かって行く。これを( コ )という。 

 

問３ 次の文章中の空欄(ア～コ)に適する語句を入れよ。 

 

田畑や水路だけでなく、( ア )・( イ )などの( ウ )が植えられた( エ )が存

在し、それら水路・( エ )は定期的に掃除されたり、下草も刈り取られたりというよう

に、人為的に管理された場所を( オ )という。下草が刈り取られるということは、下草

と一緒に( カ )の幼木も刈り取られることになる。つまり、人工的に( キ )の過程が

( ウ )林で止められているのである。( ウ )林は( カ )林に比べると、( ク )が

高い。すなわち、人工的に管理されている方が( ク )が保たれることがあるのである。 

ちなみに、( ア )・( イ )の落葉は( ケ )として、幹は( コ )栽培に用いる榾

木、そして薪・炭に利用される。とこりが近年、化学肥料・化石燃料が普及し、また、人

手不足により放棄される( オ )が増えている。このような土地は、( キ )が進行した

結果( カ )林となり、( ク )が失われてしまう。 

 



【解答】第２学期 第 64問 
問１ 

種多様性・生態系多様性・遺伝的多様性 

問２ 

ア‐分断化  イ‐局所個体群  ウ‐近親交配  エ‐ホモ  オ‐優性 

カ‐劣性  キ‐近交弱勢  ク‐性比  ケ‐遺伝的多様性  コ‐絶滅の渦 

問３ 

ア・イ‐クヌギ・コナラ  ウ‐陽樹  エ‐雑木林  オ‐里山  カ‐陰樹   

キ‐遷移  ク‐生物の多様性  ケ‐堆肥  コ‐シイタケ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 65問 第２学期 生物の多様性(その２) 

 

問１ 次の文章中の空欄(ア～コ)に適する語句を入れよ。 

 

意図的にしろ意図的でないにしろ、人間の活動によって本来の生息域から別の場所へ

移され、そこに定着して生息するようになった生物を( ア )というが、この( ア )は

様々な問題を引き起こしている。例えば、( ア )が在来の生物を( イ )し、その個体

数を減らしてしまったり、在来の生物と( ウ )の重なりが大きいため、( エ )を起こ

し、( オ )してしまったり、在来の生物と近縁であったため( カ )してしまったり、

また、病原性の( キ )・( ク )・( ケ )を持ち込んだりするなどである。そこで、

特に既存の生態系に大きな影響を及ぼす( ア )は( コ )に指定され、( ア )法によ

って「飼育」・「栽培」・「保管」・「運搬」・「輸入」などを規制するようになった。 

 

問２ 次の表は、問１の(コ)をまとめたものである。表中の空欄(ア～)に適する生物名を入 

れよ。 

 

   

 

 



【解答】第２学期 第 65問 

問１ 

ア‐外来生物  イ‐捕食  ウ‐ニッチ(生態的地位)  エ‐種間競争 

オ‐競争的排除  カ‐交雑  キ・ク・ケ‐ウィルス・細菌・寄生生物 

コ‐特定外来生物 

問２ 

ア‐オオクチバス(ブラックバス)  イ‐ウシガエル  ウ‐アライグマ 

エ‐マングース 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 66問 第２学期 生物多様性の重要性と保全 

 

問１ 次の文章中の空欄(ア～オ)に適する語句を入れよ。 

 

生態系から人間に対して与えられる恩恵を( ア )という。この( ア )には、「酸素・

土壌・水」などの( イ )、「食物・木材・化石燃料・医薬品の原料」などの( ウ )、「洪

水や土壌流出の抑制・水質浄化」などの( エ )、「レクリエーション・精神的な豊かさ」

などの( オ )がある。 

 

問２ 次の条約(１～３)の名称をそれぞれ答えよ。 

１．生物多様性の保護に関する国際条約を何というか。 

２．絶滅の恐れがある野生生物種の国際取引を規制する国際条約を何というか。 

３．湿原の保全に関する国際条約。もともとは水鳥の保護を目的とした条約。 

 

問３ 絶滅の恐れがある生物を、その絶滅の危険度によってまとめたものを何というか。 

 

問４ 絶滅の恐れがある生物の分布・生息状況をより詳しくまとめたものを何というか。 

 

問５ 次の生物(１・２)を、下の①～⑮のうちからそれぞれ選び出せ。 

 

１．日本の絶滅種        ２．日本の絶滅危惧種 

 

  ① コウノトリ   ② アホウドリ  ③ ニホンオオカミ  ④ ミヤコタナゴ 

⑤ ニホンジカ   ⑥ ニホンカワウソ  ⑦ ツキノワグマ   ⑧ エンマコオロギ 

⑨ クロゴキブリ  ⑩ イリオモテヤマネコ  ⑪ ヤンバルテナガコガネ 

⑫ アマミノクロウサギ  ⑬ ハラビロカマキリ  ⑭ ヤンバルクイナ  ⑮ トキ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【解答】第２学期 第 66問 
問１ 

ア‐生態系サービス  イ‐基盤サービス  ウ‐供給サービス  エ‐調節サービス 

オ‐文化的サービス 

問２ 

１．生物多様性条約   ２．ワシントン条約   ３．ラムサール条約 

問３ 

レッドリスト 

問４ 

レッドデータブック 

問５ 

１．③⑥⑮ 

２．①②④⑩⑪⑫⑭ 

 

☆講義では、生態系サービスはあまり詳しくやっていませんが、知っているに越したことは

ないでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


